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要旨 

世界的に剖検数は減少しており、その原因として、一般人／臨床医／病理医
の剖検に対する姿勢、医学教育カリキュラム上の教育の欠如、高齢者および患者
の治療が病院から⻑期療養施設へ移⾏していること、財政的側⾯、低侵襲性代替
手段の進歩などがあげられているが、「剖検を⾏わずとも死因が判明しているか
ら剖検に同意しない」という仮定があることが示唆されている。しかしながら死
因となりうる基礎疾患の種類による剖検率への影響は明らかとなっていない。
そこで、筆者らはダイエットと“がん”の関係を調査しているオランダのコホー
ト研究のデータを用いて、臨床的死因と“がん”の病歴が剖検率に影響を与える
のかを検証した。 

コホートには 1986 年にオランダ全土の 55〜69 歳の男女 120,852 人(男性 

58,279 人、女性 62,573 人)が登録された。生存状況は、中央家系図局と、死亡、
出生、移住を含むオランダ全住⺠の情報を記録する⾃動⾃治体人⼝登録簿との
記録連携によって取得された。2014 年 12 月 31 日時点で、コホートの 99.7%で
生存状態に関する情報が入手可能であった。剖検の有無はオランダ全国病理デ
ータバンクから入手された。個々人の死因はオランダ統計局が管理する死因登
録簿から入手された。“がん”への罹患の有無に関してはオランダがん登録から
データが入手された。研究対象期間は 1991〜2009 年のデータが用いられた。 

研究対象期間中に 59,760 名が死亡し、3736 名の剖検(剖検率 6.3%)が⾏われ、
剖検率は死亡時年齢と性別により異なり、高齢になるにつれ剖検率は減少し、女
性よりも男性の剖検率が高かった (Table 1)。 

剖検率の高い死因は消化器疾患 (16.9%)で、次いで感染症・寄生虫 (14.3%)で
あった(Table 2)。 

消化器疾患の内訳は血管障害(22.2%)と肝硬変(10.1%)と剖検率が大きく異な
る subgroup で構成され、感染症・寄生虫の内訳はその他の敗血症が大きな
subgroup を形成していた。剖検率の低い直接死因として、精神疾患・⾏動疾患(剖
検率 0.8%)と神経系・感覚器官疾患(4.0%)があり、精神疾患・⾏動疾患の内訳は
不特定認知症(83.6%)と血管性認知症(13.3%)で構成され、両者の剖検率 0.6%であ
った。神経系・感覚器官疾患の内訳はパーキンソン病(38.7％)と(アルツハイマー
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病(24.2％)が多く、剖検率はそれぞれ 2.7％、0.5％であった(Table 3)。 

死因数が 1 の場合の剖検率は 5.2%で、3 の場合は 8.0%と、死因数の増加に伴
い剖検率は増加し、死因不明の場合の剖検率は 8.8%であった(Table 4)。 

非癌患者の剖検率は 4.4%であり、癌の既往のある患者の剖検率は 6.2%であっ
た。癌の診断から剖検までの日数が 0〜1 日を除いた剖検率は 5.2%であった。癌
と診断されてから 1 ヶ月以内の死亡の場合、年齢調整した全剖検率と比較した
odds ratio は 2.33 と剖検が多く施⾏されていたが、癌の診断から 1 ヶ月〜15 年未
満の場合の odds ratio は 1 未満であり、担癌患者の剖検率は低かった。 

 

Take Home Message 

1. 剖検率には、年齢と性別、死因に関与する疾患の数、基礎疾患の種類が関与
する。 

2. 担癌患者では、癌の診断後 1 ヶ月以上経過すると⻑期にわたり、剖検率が低
下する。 

 

 

Table 1. Demographics, number of deaths and autopsies in the Netherlands Cohort 

Study (1991–2009) 
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Table 2. Autopsy rate per main category of underlying cause of death (1991–2009) 

 
 

Table 3. Most common individual COD in the groups with the highest and lowest 

autopsy rate 
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Table 4. Autopsy rate according to number of recorded causes of death 

 
 

Table 5. Observed/expected ratio of autopsies according to duration after cancer 

diagnosis* 

 
 

 


